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～新議長に上村氏、事務局長に白壁氏を選出～ 
ＪＲ西日本グループ労働組合連合会（Ｊ

Ｒ西日本連合）は７月２４日、大阪市内で第

２８回定期大会を開催し、新年度の運動方

針を満場一致で決定した。 

荻山市朗議長は挨拶で、２０１９春季生

活闘争でベア獲得単組数が過去最高を更新

したことに触れ、加盟各単組の取り組みに

対して謝辞を述べた一方で、ＪＲとグルー

プ会社、グループ会社相互間の賃金や処遇

格差が依然として縮まっていない現状を指

摘し、「人材不足が深刻化する中で、ＪＲ西日本グループ内の経営体力のバランスを適正

化し、ＪＲ西日本グループに相応しい処遇を確保できる各社の持続的、安定的な経営展

望を確立することが必要」との認識を示した。その上で、本大会で付託された重要課題

として、①職場からの安全の確立、②公正分配の継続・労働力不足の下での働き方改革

の推進、③信頼される組織と運動の充実・強化とＪＲ連合への総結集の支援、④政治活

動への理解と協力の４点について提起し、それぞれに対する見解を述べた。 

 大会には来賓として、交運共済西日本事業本部、明治安田生命の代表者らが出席し、

祝辞を述べた。ＪＲ連合からは尾形泰二郎事務局長と北村公次労働政策部長が出席し

た。 

議事では、幹事会が提起した議案に対して６人の代議員から発言があり、白壁靖子事

務局次長の答弁を経て、全議案を満場一致で採択した。また、役員選出では長年に亘り

ＪＲ西日本連合の運動を牽引してきた荻山議長、里内義次事務局長など６人の役員が

退任し、新たに上村良成議長（ＪＲ西労組中央執行委員長）、白壁事務局長をはじめと

した新役員を選出した。 

また、大会終了後のレセプションには来島達夫ＪＲ西日本代表取締役社長が駆けつ

け、会社施策に対するＪＲ西日本連合の理解と協力に謝辞を述べるとともに、加盟各単

組の出席者と懇談した。 

 


